

























































































































































果を宵認し、 B.C契約により BCのみの効果意思に基づく効果を宵認し、 A.C
契約により ACのみの効果意思に基づく効果を肯認することがまず前提となる。そ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































して、債権債務を観念する。 A.B聞のA契約ではA債権 .B債務が生じ、 B.C







































































































言する(潮見俊男・債権総論 I [第2版J(信山社・ 2003年)23頁c
(29)拙稿「私法規律の構造3一「債権契約の終わり方」の規律(ー)J法律論叢87巻2・3合
併号70頁参照。
(明治大学名誉教授)
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